
 

 

 

 

 

学校の教育目標「やさしさ、たくましさ、かし

こさを身につけた『生きぬく子』の育成」を達

成するため、「言語力～相手を意識した言語活用

～」と定め、その資質・能力を３つの柱の観点

で整理しています。そして、各重点目標を言語

に関する内容とし、それぞれ達成指標、重点的

取組、取組指標を定め、学力向上、生徒指導、

働き方改革のプロジェクトチームが、何を、ど

のくらいの頻度で行うのかを明確にし進行管理

を行っています。 

このことで、職員だけでなく子ども達も「言語

力」を意識するようになり、今回参観した全学

級の授業においても、そのような成果が表れていると感じました。今後は、「言語力」の３

観点における、学年毎の目標を定めると、より課題や成果が明確になると思いました。 

授業から学ぶ 
本校の定めた「言語力」

を育成するため、どの教室

も、学び合いや発表の場が

ありました。 

３年生算数では、３種類

の問題と説明するための２

つの図を用意していたの

で、子ども達は単に答えを

出すだけでなく、それぞれ

の問題の特徴から問題を分類していました。このように、必然性を感じたり、友達と協力し

なければできないような課題が、「言語力」を育成するためのポイントだと思いました。  
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